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ぼくが一ばんすきなどうぶつはもぐらです。ぼくもすなばや土をほることが大す

きで、ようちえんのころすなばのそこのシートまでほりました。もぐらづかを見つ

けると、もぐらにあえるのかなとわくわくしながらほりかえします。もぐらにあい

たい。たまどうぶつこうえんに八十かいもかよってもぐらにあいにいったり、もぐ

らのぬいぐるみとまい日いっしょにねたりして、ぼくがじぶんでもぐらを見つけた

いのに一どもあえません。ぼくはもぐらのことをもっとしりたいとおもい、「もぐら

はすごい」をよむことにしました。 

 この本をよんで、どうしてもぐらにあえないのかわかりました。もぐらにはアイ

マーきかんというものがはなさきにあって、かすかにふれたり、くうきのゆれをか

んじたりすると、さわったものがなにかをしることができるし、きけんかどうかも

わかるそうです。ぼくがどんなに土をほっても、にげていたのだとおもいます。 

 でも、もぐらにであうチャンスがあったのです。はるにうまれたもぐらの子ども

たちは、なつになるまえにおかあさんのすからでて、ひとりでじぶんだけのすみか

をさがしにいくそうです。土の上にでてべつのもぐらがすんでいないところをさが

しだし、そこではじめて子どものもぐらはじぶんの手でトンネルをほってたったひ

とりでくらすのです。あたらしいすみかをさがしている子どものもぐらになら、ぼ

くもあえるのかもしれません。 

 それにしてもたったひとりでくらすなんて、もぐらはすごいなとおもいました。

ぼくはまだおうちにいたいし、こわいしさみしいです。ごはんだってどうしたらい

いのかわかりません。でもいつかぼくが大人になったらひとりでもいきていけるよ

うに、七さいの目ひょうは「じぶんのことはじぶんでする」にしました。いまがん

ばっているところです。がっこうのじゅんびをじぶんでそろえたり、しょうぎセン

ターでおとうさんがいなくても、あいさつしたりひとりでさしたりできるようにな

りました。それから、じぶんのいけんはじぶんでいうこと。これがぼくにとって一



ばんむずかしいけれど、ゆうきをだしてがんばります。 

 おーい、もぐら！ぼくはいじめたり、つかまえたままになんかしないよ。あたら

しいすみかなら、ぼくのうちのにわがおすすめだよ。きみがすきなミミズやコウガ

イヒルもいるよ。それにちかくには、山田川がながれている。きみっておよげるん

でしょ。うちのにわにはもぐらづかがないから、ほかのもぐらもいないんだ。まっ

てるよ！おたがいがんばろうな。 

 


